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1．問題意識と目的
（1）災害大国である日本
日本は世界的にも地震・火山・水害等を受けやすい国である。平成24年度防災白書によれば、世
界で発生するマグニチュード6以上の地震の発生回数の約2割、また世界の活火山の約7％を日本が
占めるとされる。近い将来、懸念される巨大災害として、南海トラフの巨大地震は今後30年間に60
～70％、首都直下型地震は今後30年間に70％で発生するとされる。また、火山災害、大規模水害
等もあげられている（内閣府 2012）。
現在、東日本大震災の教訓を生かして災害対策の改善・充実に向けた政策が進められており、災
害対策の柱のひとつに被災者支援が挙げられている。災害直後の医療体制や健康確保にくわえて、
心のケアの重要性も指摘されている。なかでも、被災者や遺族、さらに救援や復旧に当たった消防
隊員、警察官、自衛隊員、地方公共団体職員等の支援者に対するケアの重要性が指摘されている
（内閣府 2012）。
（2）惨事ストレスの要因とその対応
1995年阪神・淡路大震災を契機に、警察官や消防隊員などの災害救援者が、業務を通じて大きな
心理的影響を被る惨事ストレス（critical incident stress）が広く知られるようになり、社会的な関
心を呼ぶようになった（松井 2009）。通常と異なる状況下で活動した場合におけるPTSDなどの心
理的障害の発生率は長期にわたって高まるとした報告もみられ、継続的に精神的苦悩を自覚する場
合も少なくない（加藤 2004）。
惨事ストレスの要因には、予想を超える状況や悲惨な光景、子どもの遺体、自分の家族を想起さ
せる遺体や遺品、命の危険や無力を感じるなどのストレスに曝されることがあげられる（大澤
2010）。医療者や援助者は、災害現場や遺体の目撃、過剰なストレスによって精神健康被害を悪化
しがちである（金 2004）。また、災害現場や遺体の目撃だけでなく、過重労働や、自らが被災者と
なる場合の苦悩などもあげられる。重村（2012）は、東日本大震災における惨事ストレスの要因と
して、惨状（ご遺族やご遺体）とのかかわりのほかに、過重労働や無力感・自責感、自らが被災者
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の場合の苦悩、放射線への恐怖、留守番組の業務増加、救援者・支援者になるときの準備、救援支
援活動への非難中傷などをあげている。
災害支援において、目的と果たすべき役割が不確かなことが、支援者たちのストレス要因になり
うることも認められている（Raphael,石丸 1989）。自分の所属している慣れている組織とは異なり、
災害時には権限を持った災害対策体制や偶発的に出現した救援集団のなかで、自分の立場や機能が
不確かになることもある。警察官や救急隊員のように、具体的な職務・作業内容に直結した明確に
規定された役割のある方が、ソーシャル・ワーカーその他の支援関係者らのように、その役割が漠
然としてる者よりも、ストレスを受けにくい傾向があるとの指摘もある（Raphael,石丸 1989）。
災害支援という業務に不可避なストレスへの適応を促進するためには、支援的な人間関係のネッ
トワークが必要であり、家族や親しい友人の支えは、救援者が災害のもたらしたストレスをうまく
克服できるための要件であるとされる（Raphael,石丸 1989）。また、ストレス体験を共有した救援
者たちとの親密な絆や、派遣中・派遣後の組織的な対策も求められる（重村 2012）。さらに、救援
活動を通して体験するストレスとPTSD等との精神的な問題について十分な知識を平時から普及さ
せておき、自らの対処能力を高めることを目指す心理教育も重要とされている（加藤 2000）。
災害や大事故などの直後に提供できる心理的支援マニュアルとして、「サイコロジカル・ファー
ストエイド実施の手引き第2版」（Psychological First Aid ; PFA）がある。災害精神保健に関する
様々な領域の専門家の知識と経験、被災者・被害者の声を集めて、アメリカ国立PTSDセンターと
アメリカ国立子どもトラウマティック・ストレス・ネットワークが開発したものがベースとなって
いる。
（3）東日本大震災における様々な支援者
東日本大震災では、発生直後から、自衛隊員、警察官、消防隊員や海上保安庁隊員らによって、
懸命の救援活動や支援活動が行われている。さらに、職務として支援活動を行う人々だけではなく、
原子力発電所業務従事者や行政職員、医療・歯科医療・福祉関係者、学校教職員、ライフライン事
業者、メディア関係者、ボランティアなど、様々な職種の人々が、中長期にわたって多様な支援に
あたっている（重村 2012）。
これまで、災害の救援活動に直接携わる職種による支援の実態や直後の介入に関しては、数多く
報告がなされている。しかし、災害時に初めて支援に直面することになる職種や、復興段階に向け
た中長期的な生活支援を行う職種においてどのように支援を進めるかについては未開拓であるのが
現状である。
（4）子どものケアに携わる支援者
東日本大震災は、多くの教員と子どもが学校にいる時間帯に発生した。北海道南西沖地震は夜の
22時17分、阪神淡路大震災は未明の5時46分、中越地震は夕刻17時56分であった。いずれも学校は
もう終わっているか、また始まっていない時間帯であった。東日本大震災は、平日の午後2時46分
に発生した。その結果、学校が災害の矢面に立つことになり、多くの教員や子どもたちが被災して
いる（田端 2013）。子どもたちの多くは震災直後の惨状を体験しており、その後の転居、転校等の
環境の変化も著しく、精神的な影響が心配されている。被災地では、震災直後からスクールカウン
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セリングや子育て支援に詳しい臨床心理士を中心として地域に根差した子どものケアが提供されて
いる（川村 2011, 佐藤 2011）。
従来からその地で生活してきた学校教員など、子どものケアに関わる支援者は、自分自身が被災
しながらも、子どもの通う施設や学校の活動再開に奔走している。なかには、自身が必死の避難体
験や大切な人々を無くした悲しみを背負いながらも、震災直後からの学校再開や教育活動の普及、
被災した子どもや保護者への支援を行っている（佐藤 2011）。彼らの多くは、これまでに災害を経
験した人と接する機会がほとんどなく、定常的に救援活動や心のケア等の訓練や研修を受けている
わけではないにもかかわらず、被災した子どもや保護者への支援が長期間続くことになった。
これまで災害等の大きな外的ストレスを体験した人に共通する心理的反応について成書は複数あ
るが（藤森ら 2011）、教育関係者においては系統的な研修が行われているわけではなく、学校教員
にその知識や情報がどの程度普及しているかは明らかになっていない。教育関係者における災害後
の精神的影響については、阪神・淡路大震災被災地の学校教職員の調査では、消防職員らと同等の
PTSD症状が報告されている（岩井 1998）。また、神戸市内では600校以上の公立学校が避難所と
なった。学校教員は、自ら被災しながらも本務である児童生徒の安全確認と保護、学校教育の早期
再開、学校施設の管理と運営などを行った。さらに避難してきている地域住民の救護、その生存の
ための住空間、食糧や衣類、医薬品などの調達と配給など、避難所としての学校設備の運営と管理
などに忙殺された（荒巻 1997）。
東日本大震災でも共通する結果が予想される。つまり、彼らは十分な知識がないままに日常的に
被災者と接し、しかも自らも心理的に疲弊している可能性が考えられる。
本調査研究は、定常的に災害支援を職務とする支援者ではなく、災害時に子どものケアに直面す
ることになる支援者として学校教員に注目した。なかでも、養護教諭は、児童生徒の安全確保や心
身の確保をはじめ、管理職や学校医との連携、健康相談や心のケアに関する保健指導など、日常的
に大きな信頼を寄せられる存在である（文部科学省 2010）。災害時においては、学校の中で、子ど
もの体調の不調に敏感に反応できる立場にある養護教諭の役目は大きいものがあると考える。心の
問題はなかなか見えにくいこともあり、それに気がつくチャンスも多くないなかで、養護教諭はそ
の機会をより多く持っていると考えられる。
そこで、養護教諭が、災害時に心のケアを行う上で日常的に取り組んでいることはあるのか、ま
た支援者としてどんな不安を抱えているか、心のケアに関する研修や教育機会への要望などについ
て、探索的に検討することを目的として、想定される支援者のニーズを探求して分析を行うことと
した。
2．対象と方法
（1）対象
調査対象は、全国養護教員会が開催する平成24年度研究協議会兵庫大会の参加者のうち、災害時
における心のケアに関する講演会を受講した養護教諭である。全国養護教員会は、各都道府県・政
令指定都市において、研究を目的とする養護教諭の組織によって構成されている。養護教諭の自主
的研究と経験の交流、連絡提携を図る目的で組織されており、平成24年度兵庫大会は2012年8月に
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開催された。
講演会は災害時における心のケアに関する心理教育を目的としたものであり、講演内容は、児童
生徒のトラウマ反応、自然災害後の精神的影響、保護者や支援者の悩み、支援者への心のケア等を
含むものであった。講師は藤森が行い、講演時間は約1時間半であった。
（2）方法
講演会の受講者である養護教諭に、性別や職種、経験年数、講演内容の満足度などを記載した受
講アンケートを実施して、講演会終了時にその場で回収を行った。受講アンケートでは、災害時に
支援者として児童生徒の心のケアに携わる養護教諭の不安や悩み、心のケアに関する研修機会など
のニーズについて、選択肢式および自由記述で回答してもらい調査結果としてまとめた。自由記述
部分については、記述内容をテキスト・データとして逐語記録した上で、KH Coderを用いた計量
テキスト分析を行った。
計量テキスト分析では、まずデータの中から、言葉を自動的に取り出して計量的分析を行うこと
で、分析者の予断を極力含めない形でデータを探索・提示した。具体的な手順としては、まずデー
タの中から「名詞・サ変名詞・動詞・形容詞」に関して、頻出語トップ100語の抽出を行った。そ
の後、抽出した頻出語を一覧として示した上で、出現パターンが似通っていたのはどんな語かを示
すために階層的クラスター分析および共起ネットワーク分析を行った。本稿では、共起ネットワー
クを結果として紹介する。
（3）アンケートにおける質問項目
①心のケアを行う上での支援者としての日常的な取組み
・災害時の心のケアに携わる支援者として、日常的に取り組んでいることはあるか。
②心のケアを行う上での支援者としての不安
・災害時に児童生徒の支援者として、心のケアを行う上で不安はあるか。
・自分自身が被災した場合に、児童生徒の心のケアを行うことに不安はあるか。
③心のケアに関する研修や教育機会、専門家との連携
・災害支援における心のケアなどの研修やセミナーを受けたことがあるか、受けたいと思うか。
・心のケアを行う上で、困ったときに相談できる専門家はいるか。
上記のほか、性別、職種、経験年数、講演に関する満足度についても質問を行った。
3.　調査結果
（1）対象者数
講演会に参加した養護教諭は約720名であった。そのうちアンケート回答数は319名、有効回答
数は309名、自由記述についての有効回答数は218名であった。
（2）性　別
アンケート回答者309名のうち、男性は2名、女性は307名であった。
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的な取組み
「災害時における児童生徒の心のケアについて、日常的に準備していることや取り組んでいるこ
とはあるか」という質問（図1）について、「取り組んでいる」と回答した養護教諭は全体の19.7％
で、日常的には「取り組んでいない」と回答した養護教諭は73.8％であった。日常的な準備につい
て、経験年数別でみると、10年未満の回答者では、日常的に準備を行っている割合が10.7％であっ
たが、20～30年未満、30年以上の場合は、それぞれ26.7％、25.4％で、その割合は2倍以上であっ
た。
災害時における子どもの心のケアについて、日常的に「取り組んでいる」と回答したうち、どの
ような準備や取組みを行っているかについての記述回答を分析した結果をまとめた（表2および図
3）。頻出語トップ100語をみると、「話」（67回）、「子ども」（56回）が非常に多く出現していたこ
とがわかる。頻出する動詞は、「聞く」（22回）、「聴く」（18回）に続いて、「寄る」「寄り添う」「見
守る」「見る」「気づく」「整える」という語が出現していることがわかった。抽出した語の似通っ
た出現パターンを示す共起ネットワークでは、「話・聞く・聴く」というパターンのほか、「ケア・
連携・専門・必要」や「生活・日常・見守る」、「把握・状態・変化」、「サポート・様子・チーム・
気づく」などが共通して出現するパターンとして示された。
今回のアンケート調査から、養護教諭が心のケアを行う上で日常的に取り組んでいることとして、
心身の健康状態を把握するために子どもの話を聴くことや、日常生活を見守ること、チームとして
サポートすることで子どもの状態や様子の変化に気づくことなどが推察される。
（3）経験年数
アンケート回答者309名のうち、養護教諭の
経験年数が10年未満の者が84名（27.2％）、10
～20年未満は68名（22.0％）、20～30年未満は
90名（29.1％）、30年以上は67名（21.7％）で
あった（表１）。
（4）心のケアを行う上で支援者としての日常
表1　養護教諭の経験年数
10年未満
10〜20年未満
20〜30年未満
30年以上
合　計
経験年数 （人） （％）
84 27.2%
68 22.0%
90 29.1%
67 21.7%
309 －
図1　心のケアを行う上での日常的な取組み
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（5）心のケアを行う上での支援者としての不安
児童生徒の心のケアに関する支援を行うことに不安を感じるかという質問（図2）に「不安を感
じる」と答えた養護教諭は、全体で87.7％であった。各経験年数別においても、「不安を感じる」
と答えた割合は84.4～89.7％を示しており、経験年数が30年以上の養護教諭では89.6％が「不安を
感じる」と回答した。
また、自分自身が被災した場合に、児童生徒への心のケアの取組みに不安を感じるかという質問
（図4）については、「不安である」と回答した養護教諭は全体で90％であった。各経験年数別にお
いても「不安である」と回答した割合は87.8～91.7％を占めた。
図2　心のケアを行う上での支援者としての不安
表2　災害時における児童生徒の心のケアについて日常的に準備していること（頻出語トップ100語）
話 67
子ども 56
支援 23
ケア 22
聞く 22
把握 20
聴く 18
寄る 17
心 16
寄り添う 15
対応 14
連携 14
学校 13
生活 13
生徒 13
状態 12
声 12
健康観察 11
必要 11
保健 11
状況 10
心身 10
日常 10
変化 10
安心 9
抽出語 出現回数
一緒 9
活動 9
環境 9
観察 9
場所 9
専門 9
相談 9
健康 8
考える 8
保護 8
安全 7
確認 7
見守る 7
情報 7
サポート 6
ストレス 6
管理 6
機関 6
継続 6
子 6
思う 6
自分 6
様子 6
カウンセリング 5
教職員 5
見る 5
児童 5
処置 5
紹介 5
職員 5
理解 5
マネジメント 4
応急 4
確保 4
気づく 4
共通 4
教員 4
行う 4
少し 4
整える 4
先生 4
組織 4
体制 4
体調 4
提供 4
話す 4
アンケート 3
スクールカウンセラー 3
セルフケア 3
チーム 3
安否 3
過ごす 3
顔 3
気 3
気持ち 3
救急 3
居場所 3
傾聴 3
現場 3
個人 3
呼吸 3
交換 3
困る 3
災害 3
指導 3
受け止める 3
受け入れる 3
食事 3
身体 3
全体 3
訴え 3
大切 3
伝える 3
不安 3
与える 3
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災害時における子どもの心のケアについて、どのような不安があるかについての記述回答を分析
した結果をまとめた（表3および図5）。抽出した頻出語の似通った出現パターンを示す共起ネット
ワークでは、「自分・支援・不安・自身・被災」というパターンのほか、「理解・教職員・共通」
「体制・校内・協力・全体」「防災・教育・不足・感じる」などの共通パターンがみられた。頻出語
の中には、「セルフケア」（8回）、「学校防災」（5回）、「危機管理」（5回）、「スクールカウンセラー」
（4回）、「スーパーバイザー」（3回）などのキーワードも出現した。
今回のアンケート調査から、災害時に児童生徒の支援者として心のケアを行うことに不安を感じ
図3　災害時における児童生徒の心のケアについて日常的に準備していること（共起ネットワーク図）
図4　自分自身が被災した場合の支援者としての不安
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ている養護教諭は、経験年数にかかわらず8割を超えていた。特に、自分自身が被災した場合に、
支援を行うことに不安を感じる傾向が高い。また、災害時における校内の協力体制や、教職員全体
の共通理解、専門機関との連携や調整についても不安を感じていると考えられる。
（6）心のケアに関する研修や教育機会、専門家との連携
児童生徒の心のケアを行う上で、自分が困ったときに相談できる専門家はいるかという質問（図6）
について、「いない」と回答した養護教諭は全体で28.2％であった。経験年数別にみると、10～20
年未満で「いない」と回答した割合は17.0％であったが、10年未満の養護教諭では倍以上の39.3％
が「いない」と回答した。
災害支援に関する心のケアなどの研修やセミナーを受けたことがあるかという質問（図7）につ
いては、全体で「受けたことがある」と回答した養護教諭は55.7％、「受けたことがない」と回答
した割合は41.4％であった。経験年数別では、10年未満では「受けたことがない」と回答した割合
が60.7％であった。一方、10年以上では。35.8～38.2％であった。
今後、災害支援に関する心のケアなどの研修やセミナーを受けたいかという質問（図8）につい
ては、「受けたい」と回答した割合は全体で84.5％であった。経験年数別では、10年未満の回答者
のうち、研修を「受けたい」と回答した割合は94％であった。経験年数10年以上の回答者も、79.1
～82.4％が「受けたい」と回答した。
今回のアンケート調査では、約半数以上の養護教諭が災害支援における心のケアなどの研修やセ
ミナーなどの受講経験がない状況で、実際には約8割以上の養護教諭が、災害支援について情報収
集や実践の機会を求めていることがわかった。支援者として求められる知識や実践のための教育機
会については十分であるとは言いがたい。
表3　災害時に児童生徒の支援者として心のケアを行う上でどのような不安があるか（頻出語トップ100語）
自分 83
支援 63
不安 48
ケア 45
思う 45
子ども 39
心 30
自身 25
被災 22
災害 21
養護教諭 17
学校 13
職員 13
具体 12
研修 12
場合 12
心配 12
防災 12
感じる 11
考える 11
対応 11
意識 10
気持ち 10
話 10
教育 9
抽出語 出現回数
体制 9
セルフケア 8
起こる 8
状況 8
理解 8
連携 8
専門 7
必要 7
余裕 7
経験 6
言葉 6
校内 6
行う 6
自信 6
実際 6
難しい 6
聞く 6
学校防災 5
危機管理 5
協力 5
教職員 5
時間 5
受ける 5
準備 5
人 5
全体 5
相談 5
大きい 5
大切 5
低い 5
動く 5
避難 5
不足 5
本当に 5
たくさん 4
ケース 4
スクールカウンセラー 4
バランス 4
活動 4
管理 4
関わる 4
関係 4
機関 4
共感 4
共通 4
教える 4
今 4
仕事 4
思い 4
支える 4
実践 4
他 4
多い 4
知識 4
日頃 4
入れる 4
判断 4
避難訓練 4
1人 3
いつ 3
イメージ 3
スーパーバイザー 3
チーム 3
家族 3
環境 3
技術 3
教諭 3
見える 3
限界 3
個人 3
差 3
阪神 3
子 3
持てる 3
取る 3
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〜 養護教諭へのアンケート調査から 〜
図5　災害時に児童生徒の支援者として心のケアを行う上でどのような不安があるか（共起ネットワーク図）
図6　専門家との連携
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4．調査のまとめ
今回のアンケート調査では、支援者として心のケアに携わる学校教員の中でも、養護教諭に注目
して、災害時に抱える不安やニーズについて探索を行い分析した。養護教諭は心身の健康状態を把
握するために子どもの話を聴いたり、学校生活での見守りを行うなど、日常的に子どもの状態や様
子の変化に配慮している一方で、災害時には支援者として心のケアを行うことに不安を感じていた。
自分自身が被災した場合にはより不安を感じる傾向が示されていた。支援者として求められる災害
支援や心のケアの実践についての研修機会へのニーズが高い一方で、その対応は未整備な部分も多
く残されている。
自然災害は子どもを守る立場にある大人にとっても強いストレスであり、その影響は誰もが受け
るものである。子どもの心のケアには、周囲にいる大人がまず心身ともに安定していることが大切
である。そのために、子どもに直接かかわる支援者として、養護教諭や学校教員への支援やケアは
図7　研修やセミナーの教育機会
図8　心のケアに関する研修やセミナーの受講についての意向
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〜 養護教諭へのアンケート調査から 〜
重要な課題であると考える。
学校で自然災害が発生した場合には、管理職や養護教諭、学級担任等が連携して心のケアを進め
る必要がある。本調査の限界としては、養護教諭に限定してアンケート調査を行った点が挙げられ
る。心のケアをすすめるにあたり、学校防災計画の中での教職員の連携を含めた、心のケアの体制
整備が求められる（文部科学省 2010）。そのためには、養護教諭だけでなく、管理職や学級担任ら
の連携が求められることから、養護教諭以外の学校教員の抱える不安やニーズなどにも着目する必
要があろう。今後の調査においては、支援者へのケアの視点から、学校管理職や学級担任など、職
務による学校教員のニーズについて研究を進めたい。
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